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下野市立南河内第二中学校 令和８年度校長室通信 第２号
《 6つの「Ｃ」》
★Ｃｈｏｉｃｅ（選択）

★Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ（挑戦）

★Ｃｈａｎｃｅ（機会）

★Ｃｒｅａｔｅ（創造）

★Ｃourage（勇気）

令和８年５月２０日発行 発行者：秋山 貴子 ★Ｃａｒｅ（心遣い）

新年度が始まり、早くも 1か月半が過ぎました。校内では、１年生も少しずつ中学
校生活に慣れ、朝のあいさつや授業、部活動に前向きに取り組む姿が見られます。
２・３年生も、それぞれ先輩としての自覚をもち、学校生活を支えてくれています。

５月は、生徒総会や各種委員会活動、体育祭など、生徒が主体的に活躍する場面が多くあります。本校で
は、「自分たちの学校を自分たちでより良くしていく」という気持ちを大切にしながら、生徒一人一人の力を伸
ばしていきたいと考えています。仲間と協力し、相手を思いやる気持ちを忘れずに、挑戦を続けてほしいと思い
ます。 また、新しい環境の中で知らず知らずのうちに疲れがたまる時期でもあります。ご家庭でも、お子さんの
様子を見守っていただき、気になることがありましたら遠慮なく学校へご相談ください。学校と家庭が連携しな
がら、安心して学べる環境づくりに努めてまいります。

５月１日、生徒総会が開かれま
した。生徒総会は生徒１人１人が
学校づくりに関わる大切な場です。
各委員長から説明された内容を、これからの学校生活の中で具体的な行動に繋げて行って欲しいで
す。より良い学校は「誰か」がつくるものではなく、「みんな」でつくるものです。お互いを思い
やりながら、安心して過ごせる学校を一緒に築いていきましょう。生徒の皆さんの主体的な活動に
期待しています。生徒会本部役員から令和８年度のスローガン「百花繚乱」です。

令和８年度第１回学校運営協議会を実施しました。学校運営
協議会は、学校と保護者や地域の方がともに知恵を出し合い、学
校運営に意見を反映させることで、一緒に協働しながら子どもた
ちの豊かな成長を支え「地域とともにある学校づくり」を進める仕
組みです。
南河内第二中学校では校長や地域連携教員を含め１０名の

委員で構成されています。今年度は５名の委員が新しく任命され
ました。第１回目の学校運営協議会では、校長より令和８年度の学校経営について説明し、承認をしていた
だきました。その後、委員の皆さんから学校と協働して何ができるか等活発な協議がなされました。詳しくは
南河内第二中ホームページに議事録を掲載しておりますのでご覧ください。
＊承認いただいた学校経営方針のダイジェスト版は下記（裏面）のとおりです。

生徒会役員、専門委員会委員長、学級委員の任命式を
行いました。 学校を支えていく子どもたち、より良い学校に
なるよう様々な場面で意欲的に活動して欲しいです。
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令和８年度 学校経営方針 下野市立南河内第二中学校
１ 教育目標

人間性豊かで、意欲あふれる二中生

１ 自ら考え学ぶ生徒（確かな学力）

２ 思いやりのある生徒（豊かな人間性）

３ 体力と気力をきたえる生徒（健康・体力）
知・徳・体の調和のとれた教育で「生きる力」を育成

２ 目指す生徒像
○ 主体的に考え、学び合いを通して互いに高め合える生徒
○ 思いやりの心をもち、自他を大切にできる生徒
○ 健康に関心をもち、体力向上に励む生徒
○ 社会に貢献し、地域に主体的に参画しようとする生徒

３ 目指す教師像
○ 生徒一人一人に教育的愛情をもち、生徒の良さを引き出せる教職員
○ 思いやりと誠実さがあり、自分の持ち味を発揮できる教職員
○ 向上心があり意欲的に研修し、実践力を身に付けた教職員
○ 自他の生命・人権を尊重し、誇りと自信を持って活動する教職員
○ 保護者や地域とつながり、信頼される教職員

４ 学校経営方針のポイント
学校は、学ぶことの喜びを味わう場であり、生徒が集団生活を通して人間関係を培いながら育

ち合う場でもある。全職員で全生徒を育てるという共通認識をもち、安心・安全な人的・物的な教

育環境を調える。生徒の実態から、「学力向上」「当たり前」「体力の向上」「ふるさと（下野市へ）

の愛着を深める活動」「安全」に重点を置いて学校経営にあたる。また、教職員は互いに切磋琢磨

しながら、自らの資質・能力の向上に努める。

(1)学ぶ楽しさを実感できる授業実践に努める 「自ら学ぼう」

学習指導要領の趣旨を踏まえた質の高い授業の実践－－目標の明確化と振り返りの定着
学業指導の充実－－学習意欲を高める実践的・体験的な学習活動のある授業
活用力・探究力の育成－－自分の考えを表現するなどの言語活動の充実
主体的・対話的で深い学び－－互いに聴き合い伝え合う、学び合いのある授業の工夫
家庭との協力体制づくり－－適切な学習課題の提示（家庭への学習情報の発信と連携）

(2)ふれあいの喜びを実感し誰もが楽しく居心地のよい場所・活動をつくる「豊かな心を育てよう」
道徳科の授業の充実－－他の教育活動と連携を図った道徳教育の実施
規範意識や倫理観の育成全校体制による組織的な対応
－－組織的な生徒指導と教育相談の充実

特別支援教育の充実－－特別支援教育の視点に立った学級経営
読書活動や情操教育の推進－－読書の奨励と感性を育てる活動の充実
二中を誇りに思う心の醸成－－生徒が計画し実行できる自治活動への適切な支援

(3)健康で豊かに生きる喜びを実感できる学校生活を目指す 「たくましく頑張り抜こう」

学校保健・給食委員会の充実－－性に関する指導、薬物乱用防止教育、食育の推進
体力課題の改善－－外遊びや体力づくりの奨励と運動量を確保した授業の実践
困難を乗り越えるたくましさ－－地域が主催する行事への協力など地域との協働の推進
キャリア教育の推進－－働く喜びを感じる活動や将来を見通した進路実現への支援
自分の命を守れる生徒－－実効性のある避難訓練の実施（危機回避能力の育成）

(4)家庭・地域とのつながりを実感できる教育活動に努める 「地域とつながろう」

地域とともにある学校づくりの推進
－－ＳＤＧｓの考えを取り入れた教育活動の推進

小中一貫教育の充実
地域のイベントや祭等への直接的・間接的参加を通した地域の方々との交流

(5)教育専門職としての職能向上に努める
同僚性・協働体制の強化
校内研修の充実・危機意識の高揚・服務規律の徹底
保護者、地域と連携・協働し、安心感のある信頼される学校


